
◎ロータリーソング　奉仕の理想

◎会長の時間　辛嶋会長

　先週の日曜日は移動例会でした。安心院
家族旅行村において青少年奉仕の一環と
して、清浄園の子供さんたちを招待して陶
芸教室を開催しました。子供さんたちは大変喜んでいま
した。昼食は皆で楽しくバーベキューを食べました。出
席された会員の皆さんお疲れ様でした。特に実施責任者
の若松会員には感謝申し上げます。
　今日はうれしいことがあります。それは新入会員が今
日入会することです。
大分銀行大貞支店長の足立孝信さんです。後程、入会式
をさせていただきます。彼は先日退会した吉野支店長の

後継者になります。よろしくお願いします。
　さて、今年度も残すところ例会が今日を入れても３回
です。来週は幹事と私の「一年を振り返って」の卓話で、
23日の最終例会は夜間例会です。なるべくたくさんの会
員の皆さんに出席をお願いします。

◎幹事報告　宇都宮幹事

●例会変更
　中津中央RC　6/28（火）
　→18：30 ～ 2000回記念例会の為
杵築RC、宇佐八幡RC、津久見RC、日田中央RC、杵築
RC、津久見RC、熊本平成RC、中津RC

●日田中央RCより「創立40周年記念式典」のご案内
●熊本平成RCより「義援金のお礼状」
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前回（1261回例会）の記録
平成28年６月９日（木）

■ゲスト
 

■ビジター

■出席報告
 会　員　数　26名
 免 除 者 数 ３名
 対 象 者 数　23名
 本日出席者　15名
 欠 席 者 数 ８名
 出　席　率　65.22%

■1260回出席報告の修正
　1260回欠席者 ８名
　メイクアップ ０名
　欠　席　者 ８名
　修正出席率　 63.64%→　63.64%
●メイクアップ

●欠席者
中島会員、出納会員、渡辺会員、籾倉会員、矢頭会員、
梶谷会員、仲本会員、小野会員 
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●次年度ガバナー補佐より「クラブへの例会出席日程の
お知らせ」
●米山記念奨学会年度最終月の（普通・特別寄付）につ
いてのお願い
●中津RCより７月例会プログラム

◎ニコニコボックス

〔辛嶋会長〕九州歯科大の同窓会に行って
来ました。

〔中島会員〕弓道で九州各地を周りました。

  
〔宇都宮監事〕誕生日プレゼントありがと
うございます。  

〔黒瀬会員〕先日バーナーを見にコメリと
グッディに行きました。グッディのほうが
安かったです。

〔仲本会員〕事業に参加できなくて申し訳
ありませんでした。北海道に行ってまし
た。

〔若松会員〕先週は事業に参加いただきあ
りがとうございました。

〔加来会員〕今日の、卓話ありがとうござ
いました。

◎ゲスト卓話

「神道について」
中津神社宮司　長谷川保則氏

　神道は古代日本に起源を辿ることがで
きるとされる宗教である。宗教名の多くは日本語では何
教と呼称するが、宗教名は神教ではなく「神道」である。
伝統的な民俗信仰・自然信仰を基盤に、豪族層による中
央や地方の政治体制と関連しながら徐々に成立した。ま
た、日本国家の形成に影響を与えたとされている宗教で
ある。

　神道には確定した教祖、創始者がおらず、キリスト教
の聖書、イスラム教のコーランにあたるような公式に定
められた「正典」も存在しないとされるが、『古事記』、『日
本書紀』、『古語拾遺』、『宣命』といった「神典」と称さ
れる古典群が神道の聖典とされている。森羅万象に神が
宿ると考え、天津神・国津神や祖霊をまつり、祭祀を重
視する。浄明正直（浄く明るく正しく直く）を徳目とする。
他宗教と比べて現世主義的といった特徴がみられる。神
道とは森羅万象を神々の体現として享受する「惟神の道
（かんながらのみち、神と共にあるの意）」であるといわ
れる。教えや内実は神社と祭りに中に伝えられている。『五
箇条の御誓文』や、よく知られている童歌〔わらべうた〕
『通りゃんせ』など、日本社会の広範囲に渡って神道の影
響が見受けられる。

　神道は奈良時代以降の長い間、仏教信仰と混淆し一つ
の宗教体系として再構成されてきた（神仏習合）。一方で
伊勢神宮のように早くから神仏分離して神事のみを行っ
てきた神社もある。明治時代には天皇を中心とした国民
統合をはかるため、全ての神社で神仏分離が行われた。


